
 

○立野ダム建設に要する事業費についてはこれまで約 917 億円を予定

しておりましたが、事業費を約 1,160 億円に見直すこととなりまし

た。 
 
○見直しの内容としましては、 
 ・社会的要因の変化による増      約 １１４億円増 
 ・平成２８年熊本地震の対応による増  約 １０８億円増 
 ・現場条件等の変更による増      約  ２６億円増 
 ・コスト縮減             約   ５億円減 
 となっております。 
 
○事業費の変更にあたっては、「国土交通省所管公共事業の再評価実施

要領」に基づき、直轄事業負担金の負担者である熊本県に意見を聴

いた上で、学識経験者等から構成される委員会での審議を行い、実

施したところです。 
 
○詳しい資料についてはこちらに掲載しています。 
 
○なお、立野ダムについては、令和 2 年 10 月より本体コンクリート打

設に着手しているところであり、令和４年度の完成を目指し、引き

続き、コスト縮減を図りつつ事業を推進してまいります。 
 

 

Ｑ5-1．熊本地震で被災した立野ダム周辺の復旧や地す

べり対策に多額の費用と時間がかかると思いま

すが、復旧による事業費の増加や工期の遅れはな

いのでしょうか。 

http://www.qsr.mlit.go.jp/kumamoto/site_files/file/river/sonotanokaigi/siryou1-11kai..pdf

